
第81回 宮崎大学イブニングセミナー

QRコードをクリックするか、コード読み取ってお申込みください。

上記でのお申込みが困難な場合には、メールまたは電話にて「学内・外者

の別，学内者の場合は教職員・学生の別，所属，氏名」をお知らせ下さい。

宮崎大学研究推進課総務係 TEL : 0985-58-2882

E-Mail：ken-somu@of.miyazaki-u.ac.jp

宮崎大学木花キャンパス
創立330記念交流会館コンベンションホール

７０ 名定員 （宮崎県内在住者のみ参加可能とさせていただきます。）

2020年10月22日（木）17:30～19:00
（17:00から受付）

開会挨拶

17:30-17:35 池ノ上 克（学長）

17:35-17:40 新地 辰朗（理事・副学長・多言語多文化教育研究センター長）

司会 ：胡屋 武志（多言語多文化教育研究センター・准教授）

発表

１．17:40-17:55 ： 「便利店」ってなに？

－中国語の発音のやさしい学び方－

張 婧禕（多言語多文化教育研究センター・講師）

２．17:55-18:10 ： 土台が違えば常識も違う

－身近な「政教分離」から考える日仏比較－

松井 真之介（多言語多文化教育研究センター・准教授）

３．18:10-18:25 ： 言語と寄生虫をめぐる意外な関係

－太平洋を移動する先住民についての研究－

本部 エミ（多言語多文化教育研究センター・講師）

４．18:25-18:40 ： 先住民マオリとヨーロッパ移民のハイブリッド文化

－ニュージーランド社会のバランス感覚－

杉村 佳彦（多言語多文化教育研究センター・講師）

18:40-18:55 質疑応答

コメンテーター ：寺尾 智史（多言語多文化教育研究センター・准教授）

閉会挨拶

18:55-19:00 水光 正仁（理事・副学長）

世界の共存可能性
－パラサイト，宗教，移民，言語教育の視点から－
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要旨

第81回 宮崎大学イブニングセミナー

「便利店」ってなに？
－中国語の発音のやさしい学び方－

張 婧禕

日本人にとって中国語の発音は非常に難しいと言われます。そのため，入門段階で学習を諦め
てしまうことも多いようです。でも，日本語も中国語も漢字を使っているので，意味を推測することが
できます。まず，「日韓中越同形二字漢字語データベース」を紹介します。たとえば，中国語の“天
气”は日本語にもあり，音韻類似度は0.55で，非常に高い数値です。“便利店”は，日本語に存在し
ない語ですが，「コンビニ」のことです。音韻類似度は0.22で，「便利な店」ですから覚えやすいです

ね。このように，漢字ばかりでなく発音もよく似た語がたくさんあります。今回は，入門段階を越えて
難しい中国語の発音を学んでいく方法についてお話しします。

先住民マオリとヨーロッパ移民のハイブリッド文化
－ニュージーランド社会のバランス感覚－

杉村 佳彦
マオリ人がニュージーランドへ先住民として移住したのは，1250年頃だとされています。その後，

17,8世紀にヨーロッパ人が接触したことで，マオリ文化は一変し，実質的にマオリ（ニュージーランド）

はイギリスの植民地となりました。しかし，長期にわたる活動が実を結び，マオリはようやく保護と補
償を手に入れます。その一部は，言語文化学習，狩猟・漁生活などマオリの伝統が尊重されたル
ネッサンス文化です。また，移民を多く受け入れている社会背景をもとに，新たな移民文化も芽生え，
バランス融合型へパラダイムシフトし，多文化多言語共存社会が誕生します。ラグビー世界最強の
「All Blacks」を例に，融合共存社会とは何かを見てみましょう！

言語と寄生虫をめぐる意外な関係
－太平洋を移動する先住民についての研究－

本部 エミ
台湾先住民とニュージーランドのマオリ族には，言語や文化の共通点がみられます。数字は酷似し
ていて，顔にタトゥーを施すことも共通しています。装飾品で使われているしゃもじ型の翡翠は，マオリ
ではPatuと，台湾先住民からはBatuと呼ばれています。これらの類似は偶然とは思えません。私の研

究では，太平洋地域に拡散した寄生虫（蟯虫）の集団ゲノミクス解析によって，マオリのルーツと台湾
先住民の関係を，言語学，人類学及び寄生虫学の観点から明らかにする予定です。今回は，文理３
つの領域にまたがるこの研究の全体構想を，わかりやすくお伝えします。

土台が違えば常識も違う
－身近な「政教分離」から考える日仏比較－

松井 真之介
日本もフランスも「政教分離」の国。しかしその内容やイメージは大きく違います。「公立学校で
のスカーフ着用」というこれからの日本でも身近になりそうなテーマから，「公は宗教に口を出さ
ない」をメインにとらえる日本と，「宗教は公に対して口を出さない」を重視するフランスの政教分
離を紹介します。そしてそれぞれ「市民の自由に任されるもの」（日本）と，「市民の平等を冒す
もの」（フランス）というように，正反対のイメージを持つ日仏のコミュニティイメージを比較します。
これらを題材に，「常識」の異なる人々との相互理解の糸口を探っていきたいと思います。


